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(百万円未満切捨て)

１．平成25年12月期第３四半期の連結業績（平成25年１月１日～平成25年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第３四半期 36,398 17.7 862 △29.1 1,064 △25.2 462 △31.1
24年12月期第３四半期 30,923 23.9 1,216 △35.6 1,422 △29.5 670 △39.1

(注) 包括利益 25年12月期第３四半期 586 百万円(△17.1％) 24年12月期第３四半期 707 百万円(△37.6 ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年12月期第３四半期 34.04 －
24年12月期第３四半期 49.42 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年12月期第３四半期 32,313 8,788 25.1
24年12月期 25,413 8,372 32.4

(参考) 自己資本 25年12月期第３四半期 8,110百万円 24年12月期 8,238百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 － 10.00 － 26.00 36.00
25年12月期 － 20.00 －

25年12月期(予想) 26.00 46.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年12月期の連結業績予想（平成25年１月１日～平成25年12月31日）
                                       （％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 15.1 4,900 15.6 5,000 10.8 2,900 18.1 213.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

  

  

    

  

  

  
  

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 １社（社名） 株式会社桧家不動産千葉

  (注) 詳細は、添付資料４ページ「２．サマリ－情報（注記事項）に関する事項」の「（１）当四半期連結累計
    期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

  (注) 第１四半期連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りと
    区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事 
    項）に関する事項」の「（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年12月期３Ｑ 13,575,000株 24年12月期 13,575,000株

② 期末自己株式数 25年12月期３Ｑ 148株 24年12月期 148株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期３Ｑ 13,574,852株 24年12月期３Ｑ 13,574,876株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決
算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決
算に関する定性的情報」の「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。



○添付資料の目次 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示・・・・・・・・・・・・・・・・4 

３．四半期連結財務諸表                ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

(1)  四半期連結貸借対照表          ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

(2)  四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・7 

(3)  継続企業の前提に関する注記    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

(4)  セグメント情報等              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9 

(5)  株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

㈱桧家ホールディングス（1413）平成25年12月期第３四半期決算短信 

－1－



１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権による経済・金融政策に対する期待感から円

安が進行し、輸出企業を中心に企業収益が改善し株価が上昇、個人消費も持ち直しの傾向にあるなど景気

は緩やかに回復しつつあります。 

しかしながら世界景気の下振れから国内景気が下押しされるリスクも存在しており、依然として先行き

不透明な状況にあります。 

住宅業界におきましては、住宅取得支援策や消費税増税観測、住宅ローン金利の先高感による駆け込み

需要の発生等を背景に当社グループの注文住宅事業に関連の深い持家の新設住宅着工戸数は13ヶ月連続で

前年同月を上回っており堅調に推移しました。 

このような状況のもとで、当社グループ経営理念「最高品質と最低価格で社会に貢献」に基づき各事業

セグメントにおいて、お客様のニーズにあった新商品開発と展示場作り、住宅関連サービスに関する問題

解決のための提案等に取り組み売上拡大に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は363億98百万円（前年同期比17.7％増）、営業利

益は８億62百万円（前年同期比29.1％減）、経常利益は10億64百万円（前年同期比25.2％減）、四半期純

利益は４億62百万円（前年同期比31.1％減）となりました。 

 

セグメントごとの業績(セグメント間の取引消去前)は次のとおりであります。 

① 注文住宅事業 

注文住宅事業におきましては、当社グループの主力事業である注文住宅分野の全国ベースの持家住宅

着工数は254千戸（前年同期比11.7％増）となりました。このような状況のもとで、当第３四半期連結累

計期間における完成引き渡し棟数及び売上高は前年同期に比べ増加したものの、利益面においては展示

場の新規出展に伴う諸費用の増加等により前年同期を下回りました。一方、年初からテレビＣＭや各種

見学会（完成現場・断熱構造・施主宅訪問）を実施し、１月に「プレミアムキャンペーン」、３月に

「選べるガス得キャンペーン」、６月に「快適夏ecoキャンペーン」、７月に「キッチンウォールキャビ

発売記念キャンペーン」を実施、５月に「オリジナル快適空間システム」、７月に「スマート・ワン 

オールインワンタイプ」、オリジナル「キッチンウォールキャビ」を発売するなど受注拡大に取り組み

ました。 

この結果、受注棟数1,977棟(前年同期比26.0％増)、受注高396億63百万円(前年同期比40.7％増)、売

上棟数1,115棟(前年同期比7.9％増)、売上高は225億80百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント利益

（営業利益）は２億４百万円（前年同期比64.6％減）となりました。 

② 不動産事業 

不動産事業におきましては、本年１月より子会社３社を合併し、新商品ベルハーブシリーズの販売を

開始するなど、東京エリアを中心に販売は概ね順調に推移し、販売棟数は前年同期を上回りました。し

かしながら利益面においては各エリアにおいて競争が激化し、販売価格が低下していることや滞留在庫

処分を促進したことにより前年同期を下回りました。 

この結果、売上棟数126棟（前年同期比40.0％増）、売上高は57億85百万円（前年同期比33.4％増）、

セグメント損失（営業損失）は２億28百万円（前年同期は営業損失１億79百万円）となりました。 

③ 断熱材事業 

断熱材事業におきましては、消費者の省エネ、エコに対する意識の高まりを受け、徐々に発泡断熱材

の認知度が上昇していること、昨年より積極的に営業エリア及び施工能力の拡大に取り組んだことによ

って、施工棟数及び売上高は前年同期に比べ大幅に増加しました。また、東京オリンピックの開催決定

などさらなる需要増に対応するため認定施工店の拡充と自社施工体制の強化に積極的に取り組んでおり

ます。 

この結果、売上高は66億１百万円（前年同期比52.2％増）、セグメント利益（営業利益）は５億20百

万円（前年同期比59.9％増）となりました。 

④ 不動産賃貸事業 

不動産賃貸事業におきましては、当社が所有するテナントビル「クッキープラザ」の収益力向上に向

けたテナントの誘致に取り組んでおります。 

この結果、売上高は２億67百万円（前年同期比3.9％減）、セグメント利益（営業利益）は39百万円

（前年同期比12.9％増）となりました。 
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⑤ その他 

その他におきましては、持株会社としての事業、戸建賃貸住宅事業、リフォーム事業、ＦＣ事業が含

まれており、これらの事業の売上が順調に推移いたしました。 

この結果、売上高は37億30百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント利益（営業利益）は15億34百万

円（前年同期比6.5％増）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は323億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ69億円の

増加となりました。 

流動資産は222億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ59億57百万円の増加となりました。この増加

の主な要因は、仕掛件数増による未成工事支出金の29億51百万円の増加、断熱材事業における増資等によ

る現金預金の13億９百万円の増加、販売用不動産の８億４百万円の増加、受取手形及び売掛金の４億28百

万円の増加等によるものであります。 

固定資産は100億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億42百万円の増加となりました。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は235億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ64億84

百万円の増加となりました。 

流動負債は230億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ64億56百万円の増加となりました。この増加

の主な要因は、受注契約件数増及び仕掛工事件数増による未成工事受入金の64億71百万円の増加、短期借

入金の39億37百万円の増加と、一方で平成25年２月に実施した支払サイト短縮による工事未払金の23億63

百万円の減少、１年内返済予定の長期借入金の８億92百万円の減少、未払法人税等の８億75百万円の減少

等によるものであります。 

固定負債は５億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ27百万円の増加となりました。この増加の主

な要因は、長期借入金の返済による73百万円の減少と、一方でその他（主にリース債務）の１億１百万円

の増加等によるものであります。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は87億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億15百

万円の増加となりました。 

この増加の主な要因は、少数株主持分の５億44百万円の増加と、四半期純利益４億62百万円と配当金６

億24百万円とによる利益剰余金の１億62百万円の減少等によるものであります。 

 

（自己資本比率） 

当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は25.1％（前連結会計年度比7.3ポイント減）となり

ました。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年12月期の業績予想につきましては、現時点で平成25年２月８日に公表した計画から変更はあり

ません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第３四半期連結累計期間において、当社の重要な連結子会社でありました株式会社桧家不動産千葉は

平成25年１月１日を合併期日とする株式会社桧家不動産東京との吸収合併により消滅したため、連結の範

囲から除外しております。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以降

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

なお、この変更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4)  セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)１ 

調整額 
(注)２ 

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３ 

注文住宅
事業 

不動産 
事業 

断熱材 
事業 

不動産 
賃貸事業 

計 

売上高       
 

 

  外部顧客への売上高 20,517,705 4,335,249 3,841,164 217,970 28,912,089 2,011,642 － 30,923,731 

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

421,142 － 496,084 59,796 977,023 1,393,694 △2,370,718 － 

計 20,938,848 4,335,249 4,337,248 277,766 29,889,112 3,405,336 △2,370,718 30,923,731 

セグメント利益又は損失
（△） 

579,181 △179,722 325,482 34,992 759,934 1,441,143 △985,063 1,216,014 

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を稼得する事業活

動であり、戸建賃貸住宅事業、リフォーム事業、ＦＣ事業及び持株会社の取引を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△985,063千円には、セグメント間取引消去△496,836千円、各報告セグメントに

配賦していない全社費用△488,227千円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

全社資産である土地等について、当第３四半期連結累計期間において、減損損失119,195千円を計上

しております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他 
(注)１ 

調整額 
(注)２ 

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３ 

注文住宅
事業 

不動産 
事業 

断熱材 
事業 

不動産 
賃貸事業 

計 

売上高       
 

 

  外部顧客への売上高 22,408,210 5,784,506 5,968,147 212,081 34,372,945 2,025,665 － 36,398,610 

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

171,977 600 632,952 54,919 860,449 1,704,814 △2,565,264 － 

計 22,580,188 5,785,106 6,601,100 267,001 35,233,395 3,730,479 △2,565,264 36,398,610 

セグメント利益又は損失
（△） 

204,862 △228,629 520,525 39,501 536,260 1,534,712 △1,208,462 862,511 

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を稼得する事業活

動であり、戸建賃貸住宅事業、リフォーム事業、ＦＣ事業及び持株会社の取引を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,208,462千円には、セグメント間取引消去△644,907千円、各報告セグメント

に配賦していない全社費用△563,555千円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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